






年以上入院者）の地域移行を行っている C県の援護寮 Dの 2つ事例を元に現状分析を行う。 





 A県 B精神科病院は 2016年 6月 1日付けで病院を閉鎖し、診療所へ事業変更が行われていた。入院患
者は地域のグループホーム等施設へ退院し、職員は、診療所や福祉施設等の配置転換が行われていた。 
 C県 D施設のインタビューについては表 1のストーリーラインとしてまとめた。《退院阻害要因》の①
②の項目は今後の課題であるが、③から⑥には適切な《退院促進要因》があれば退院の可能性が高くな
ることが抽出された。 
表 1  インタビューのストーリーライン 
                
   
重度事例に関するサポートの課題（例：PACT） 
       今後の政策課題 
          
 





























厚生労働省の目標である「2020 年までに 39,000 人の社会的入院者の退院」の実現を示唆するモデルと
なるのではなかろうか。 
＊研究成果については聖隷社会福祉研究第 10号に報告予定。 
 
③～⑥の退院阻害要因も退院促進要因があれば退院できる 
